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ぺスタロッテの学園における子どもの唱歌活動と唱歌教育
－イヴェルドンの学園で編集された『歌集』（1811）の分析を通して一

開　口博子＊

は　じ　め　に

ペスタ■ロツチ（Johann Heinrich Pestalozzi，

1746－1827）は，『幼児教育の書簡』（Letters on

earlyeducation，1827）などにおいて保育に関す

るさまざまな有益な示唆を与えており，同書の第

23倍では，保育における音楽の重要性にも言及し

ている1）。スイスのチューリッヒを拠点に活躍し

ていたペスタロツチ主義の音楽教育家のネーゲリ

（Hans GeorgN註geli，1773－1836）と，ペスタロ

ッチのもとで2年間そのメトーデを学んだ唱歌教

師のプファイファー（Michael Traugott

Pfeiffer，177ト1849）が，『べスタロッテの原理

による唱歌教育論』（Gesangbildungslehre nach

PestalozzischenGrundsatzen，1810）－以下，

『唱歌教育論』と略称－を著し，それが後の学

校音楽教育に多大な影響を及ぼしたことは，周知

の通りである。

しかし，ペスタロツチの学園でどのような唱歌

活動が行われ，実際にどのような歌が歌われてい

たのかということは，これまでほとんど明らかに

されてこなかった。もちろん，資料的な制約もあ

り，そのすべてを明らかにすることはきわめて困

難であると言わざるを得ないが，本稿では，彼の

イヴェルドソの学園で編集され，1811年に発行さ

れた『歌集』（Lieder，1811）に焦点を当て，そ

の内容を分析することを通して，ペスタロツチの
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学園における子どもの唱歌活動の一端を明らかに

することを試みたい。そして，ぺスタロツチの学

園における唱歌の実践に，彼の音楽や唱歌教育に

対する考え方2）がどのように反映されていたのか

について考察することを，本稿の課題とする。具

体的には，まず，『歌集』編集以前のペスタロツ

チの学園における唱歌活動および唱歌教育につい

て，ノイホー7，ブルクドルフ時代からさかのぼ

って再検討する。その上で，イヴェルドソの学園

で編集された『歌集』の構成およびその概要を踏

まえ，『歌集』所収曲の内容について，特に歌詞

と歌の形態を中心に分析する。そして，ぺスクロ

ッテの音楽や唱歌教育に対する考え方が，『歌集』

にどのように反映されていたのかを明らかにする

ことを通して，上記の課題に迫りたい。

1．『歌集』（1811）編集以前のぺスタロッテの学

園における唱歌活動と唱歌教育

（1）ノイホーフ，ブルクドルフの学園における

唱歌活動と唱歌教育

ペスタロツチは，ノイホーフ（Neuhof）で貧

民学校を運営していた1775年に，自身の生徒達の

ためにラフアークー（JohannKasperLavater）

作詞の『スイスの歌』（Die Schweizerlieder）を

取り寄せている。このラフアークーの歌は，プル

クドルフの学園でもたびたび歌われていたことが，

学園に滞在していた者の次の報告から明らかにな

る。

「教師と生徒とは，ときどき城の入り口に集
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まって軍事教練を行い，それが済むとラフア

ークーの歌から何曲か歌った。その歌は，ス

イスの自然を賛美するもの，祖先を敬うもの，

牧人の生活の素朴さやスイス人の気質を歌っ

たものなどであった。私は，これらの歌をブ

ルクドルフの子ども連が歌うのをたびたび聴

いた。」3）

ブルクドルフ時代には，まだネーゲリのような

音楽の専門家はべスタロツチの協力者として学園

の唱歌教育に加わっておらず，学園の教師達が他

の教科の合間や放課後に子ども連に歌を歌わせて

いたようである。ブルクドルフにおける唱歌教育

については，次のような報告がある。

「放課後，彼ら［子ども達－引用老］は3

人ずつ組んで城の入り口に整列し，1，2，

1，2と拍子に合わせて行進する。それが唱

歌教授の最初であった。まもなく彼らは，こ

の拍子に合わせて歌い始める。彼らは，行進

によって拍子を会得したのであった。」4）

このようにブルクドルフ時代までのぺスタロツ

チの学園における唱歌教育は，拍子に合わせてみ

んなで一緒に屋外で歌うなど，学園生活を楽しく

豊かにし，子ども連相互の結びつきを深めるため

にのみ行われていたと言える。

（2）初期のイヴェルドンの学園における唱歌活

動と唱歌教育

ペスタロツチは，1804年にイヴェルドソに学園

を興し，以後20年間，この地に滞在することにな

る。『歌集』が発行される前年の1810年は，ネー

ゲリとプファイファーによる『唱歌教育論』が出

版された年であり，『歌集』は，べスタロツチ主

義による唱歌教育の方法が確立し，学園での唱歌

教育が最も充実していた時期に発行されたと言え

る。

『歌集』が発行される以前のイヴェルドンの学

園における唱歌教育の実際については，1809年11

月に代表者会議（Tagsatzung）5）の議員が，イヴ

ェルドソの学園を訪問した際の報告のなかに見出

だすことができる。その報告では，唱歌教育につ

いて次のように述べられている。

「最初の練習は，声と聴覚の育成に関するこ

とである。それらの練習によって，音楽的な

才能が現れるであろう。子ども達は，彼らに

示されたいくつかの単純な音を復唱する。子

ども達に，音の高さや強さに気を配らせて，

音の違いに気づかせる。彼らが歌を好きにな

るように，簡単なメロディーを与える。その

際の音程と歌詞は，幼い子どもにふさわしく，

好かれるものである。このような練習の後で，

ネーゲリが規定した実際の方法へと進むので

ある。」6）

上の報告から，『歌集』が発行される少し前の

イヴェルドソの学園では，1810年発行の『唱歌教

育論』で完成することとなるネーゲリの唱歌教育

の方法7）が適用されていたということとともに，

ネーゲリの方法へと進む前提として，別のやり方

も併用されていたことが明らかになる。ネーダリ

以外の方法とは，リ　ソトナー（Friedrich

Wilhelm Lindner）によるものであると考えられ

る。リソトナーは，ライブツイヒの市民学校の教

師である。彼は，ペスタロツ‾チの直接的な協力者

ではなかったが，1806年にペスタロツチに宛てた

書簡がもととなり，彼の唱歌教育の方法が，イヴ

ェルドソの学園でネーゲリの方法とともに用いら

れていたとされている8）。実際に上の報告にみら

れる方法は，リソトナーが『一般音楽新聞』

（AllgemeinemusikalischeZeitung）誌上に発表

した方法と酷似している9）。
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以上のことから明らかな通り，イヴェルドソに

学園が移ってからは，ブルクドルフ時代のような

学園生活を楽しく豊かにし，子ども達相互の結び

つきを深めるために歌を歌うだけではなく，徐々

に系統だった唱歌教育も行われるようになってき

たと言えるであろう。

2．『歌集』（1811）の構成とその概要

では，そうした系統だった唱歌教育も行われる

ようになったイヴェルドソの学園において，1811

年に発行された『歌集』はどのような役割を担っ

ていたのであろうか。そのことを明らかにするた

めには，『歌集』の内容を詳細に分析し，その特

質を明らかにしなければならない。ここではまず，

『歌集』の構成とその概要を踏まえたい。

このr歌集』には，そのタイトルに「イヴェル

ドソの学園での使用のために，そして学園の要求

にしたがって集められた」（Gesammelt zum

Gebrauche und nach dem Bed也rfnisse der

Anstalt zu Yferten）とはっきり明記されている。

よってこの『歌集』は，学園で実際に用いるため

に編集されたものであると言える。そこには，全

部で94曲が収録されているが，そのうちの1番か

ら65番が年長向きの，66番から94番が小さな子ど

ものための歌となっている10）。

『歌集』は，以下の5人の作曲者による6つの

曲集から集められた歌を中心に構成されている。

①Nageli：BeilagenzurGesanglehre．

②N哀geli：Teutonia．

③Lindner：DermusikalischeJugendfreund．

①Mildheimer：Liederbuch．

⑤Engelmann：

Der musikalische Kinderfreund．

⑥Harder：

LiederzuKrummacher’S“Sonntag”．
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①は，1810年発行の前述の『唱歌教育論』付録

のネーダリ作曲による唱歌集である。F唱歌教育

論』には，単声，2声，3声各30軋　計90曲のネ

ーゲリ作曲による唱歌が付録として付いている。

この『歌集』には，本稿末のく資料〉から明らか

な通り，『唱歌教育論』付鏡の唱歌集から7曲が

収められている。それらはすべて2声唱歌である。

8小節のものが2軋12小節のものが4曲，16小

節のものが1曲と，いずれも短いアカペラの曲ば

か。であ。，‡拍子3軋訴子2曲，‡拍子と

‡拍子がそれぞれ1曲ずつの，すべて調号4つま
での長調である。音域は，Clは子どもにとって低

すぎるという理由から11），最低音がeslとなって

おり，最高音はg2である。

②の『トイトーニア』（Teutonia）は，1808年

に出版が開始されたネーダリ作曲による全12巻か

らなるルソトゲザソグRundgesang12）の曲集のシ

リーズで，彼が生涯に作曲した100曲を超えるル

ソトゲザソグのうち，72曲がこのシリーズに収め

られている。またこのrトイトーニア』は，最初

に発行された2巻をぺスタロツチのもとに送った

ことから両者の交流が始まったとされているもの

である。実際にぺスタロッテは，この曲集の送付

に対して，「私の生徒達は，あなたからいただい

た曲をかなり上手に歌っています」13）という内容

の礼状を1808年10月18日付でネーゲリに送ってい

る。ぺスタロッテは，この『トイトーこア』をと

ても気に入ったらしく，同礼状にてさらに，発行

されたばかりの第3巻の送付を含め，全部で16部

の注文を行っている14）。また彼は，知人に対して

もこの曲集の紹介を行い15），その普及に助力して

いる。実際に『歌集』に取り上げられたのは，

『歌集』の発行が1811年ということもあり，それ

以前に発行された『トイトーエア』の第4巻まで

に収められている曲（第1巻より2軋　第3巻よ

り2軋　第4巻より1曲）である。それらの曲は，

C－dur　2曲，F－dur，D－dur，A－durそれぞれ1
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く表1〉　F歌集j（1811）所収曲の歌詞の内容

自　然　愛　国　宗　教　労　働　道　徳　喜　び　人　生　その他 

年長向き �#8ｼ������(ｼ�������ｼ������ｼ�������(ｼ�����hｼ�����Hｼ�������hｼ��

（1～65番） ��ﾓ3X�C3��3���CCh�3�h�C�(�8����CSH�8��8�C���8����C#8�8��h�C�X�8����C#8�8���

年少向き ���ｼ��X�����������ｼ�������鮎�������Xｼ������ｼ���������������Hｼ��

（66～94番） ��ﾓ3H�CC��8����������8�CCX�8��#x�CS��3�x�C#H�8��8�3CX�8���������8�Cs��8���

合　計 �38ｼ������(ｼ������(ｼ�������仂�������xｼ�����xｼ�����Hｼ�������ｼ��

（1～94番） ��ﾓ3X�3���3�(�Csx�3�(�Csx�8����CSx�8��x�CCX�8��x�CCX�8��H�C#h�3���CcH�8���

＊［］内のパーセソテー列も　少数点3桁以下四捨五入。

（したがって，必ずしも合計が完全に100％にはならない）

曲ずつと，いずれも調号3つまでの長調であり，

その長さも1曲以外は20小節前後という『トイト

ーニア』のなかでは比較的簡単で短い曲が選ばれ

ている。

③の曲集は，先述のリソトナー作曲による唱歌

集である。⑥から（むの作曲者についての詳細は不

明であるが，歌詞の内容などから推察すれば，お

そらくは同時代のスイスの作曲家や音楽教育家で

あったと思われる。

なお，この『歌集』では，全94曲中40曲（全体

の42．55％）が作曲者不詳の歌となっている。そ

の割合は，年長向きの歌では65曲中18曲（27．69

％）なのに対して，年少向きの歌では29曲中22曲

（75．86％）であり，特に年少向きの歌に作曲者不

詳の歌が多くなっている。

3．『歌集』（1811）の内容分析

（1）歌詞の内容の分析

筆者は，この『歌集』に収録されている全94曲

の歌詞の内容を個々に分析し，年長向きの歌と年

少向きの歌と忙分けて歌冨司の内容の分類を試みた。

その結果が，〈表1〉である。

この裏から明らかな通り，年長，年少ともに，

自然を歌った歌が最も多いことがうかがえる。自

然を歌った歌とは，自然の情景を歌ったものや自

然を賛美する歌などである。直接，「スイス」や

「祖国」といった言葉が歌詞のなかに現れている

ものは少ないが，「アルプ」「山」「谷」など，ス

イスの自然を連想させる言葉が多く含まれ，スイ

スの自然の素晴らしさを歌った歌が多い。

自然を歌った歌以外については，年長と年少と

で相違がみられる。年長向きの歌では，自然の歌

に次いで愛国的な内容や宗教的な歌詞を持っもの

が多い。愛国的な歌詞を持つ歌とは，「祖国万

歳！」や「祖国のために」など，直接的に愛国心

を鼓舞するような歌とともに，「兄弟達よ！」と

呼び掛け，同胞人としての結束を促すような歌も

含まれている。宗教的な歌詞を持つ歌とは，神を

たたえる歌，神への感謝を捧げる歌などである。

その他，年長向きの歌では，喜びや祝福の歌，人

生の在り方を歌った歌なども数曲みられる。

一方，年少向きの歌には，愛国的な内容や宗教

的な歌詞を持っものはほとんどなく，代わりに労

働に関する歌や道徳的な歌詞を持つ歌が多くなっ

ている。労働に関する歌全9曲（年長向け1曲含

む）の内訳は，狩人の歌4軋　牧人の歌3軋　草

刈り人の歌1軋　海の男の歌1曲となっている。

このことから明らかな通り，海の男以外の狩人や

牧人，草刈り人は，いずれもスイスの子ども達に

とってとても身近な存在である。そうした身近な

狩人や牧人の仕事ぶりを歌った歌が，狩人の歌，

牧人の歌などである。道徳的な歌詞とは，身近な

題材を通していいことと悪いことの区別や年長者

への敬意を養おうとするような内容のものである。
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く表2〉『歌集』（1811）所収曲の形態

有節歌曲　　Rundgesang　　その他 

年長向き（1～65番） 鉄Hｼ��ﾓ�8�C���8����ｼ��ﾓ�h�C�(�8���

年少向き（66－94番） �#鮎��ﾓ塗�CSX�8�����������������ｼ��ﾓ8�CCX�8���

合計（1～94番） 塔(ｼ��ﾓベ�C#8�8����ｼ��ﾓ���Cs��8���ｼ��ﾓ��C�h�8���

＊［］内のパーセソテージは，少数点3桁以下四捨五入。

（したがって，必ずしも合計が完全に100％にはならない）

なお，年少向きの歌には，スイス方言の歌詞を持

つ歌が4曲（74・75・76・81番）含まれている。

いずれも作曲者不詳の歌であるが，スイス独特の

言葉や言い回しを使って身近なスイスの日常を歌

っている。

ところでこの『歌集』には，もとの歌のメロデ

ィーに違う歌詞を付けた，いわゆる替え歌も2曲

含まれている（16番＝4番の替え歌・59番＝33番

の替え歌）。歌詞は，「その内容が子ども達にとっ

てふさわしくない場合のみ変更した」16）としてお

り，原則的には，原曲の歌詞を尊重してそのまま

用いていると言える。

（2）歌の形態の分析

この『歌集』に含まれている歌は，1曲を除き，

有節歌曲またはルソトゲザソグのいずれかとなっ

ている。ルソトゲザソグも形式的には有節歌曲の

一種であるが，ソロ（重唱）を含むことから，こ

こでは斉唱または合唱のみの普通の有節歌曲の形
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式とは分けて考えた。そして，年長向きの歌と年

少向きの歌にどのくらいの割合で有節歌曲とルソ

トゲザソグが収められているのかを表したのが，

く表2〉である。

く蓑2〉から明らかな通り，ルソトゲザソグは，

年少向きの歌には1曲も含まれていない。ソロ

（重唱）を含むという形態から，ノウソトゲザソグ

は，やはりある程度の年齢以上にならなければ歌

うことのできないものであるという事実を裏付け

ていると言えよう。

また『歌集』の序文には，「歌詞については1

節だけかあるいは2～3節でできている」17）と書

かれているが，『歌集』に収められている歌が実

際に何節から成り立っているのかということを示

したのが，く表3〉である。そこから明らかな通

り，年長向きの歌では，4節が最も多くて年長向

きの歌の約4分の1にあたる16曲，次いで3節が

4節より1曲少ない15曲，6節が12曲となってい

る。年少向きの歌では，2節が最も多くてやはり

く表3〉『歌集』（1811）所収曲の節数

節　数 ����������(����������8����������H��������X����������h��������x�����������������������������

年長向き �(ｼ������Xｼ������hｼ�����鮎������(ｼ�����Hｼ�����Hｼ�����(ｼ�����(ｼ��

（1～65番） ��ﾘ��������8�C���8��#8�C���8��#H�Cc(�3�(�C3��3���CCh�8��h�C�X�8��h�C�X�8��8�C���8��8�C���8���

年少向き 滴ｼ�����xｼ�����Hｼ�����8ｼ�����8ｼ�����Hｼ���������������������(ｼ�����(ｼ��

（66～94番） ��ﾓ�8�Cs��8��#H�C�H�3�8�Cs��3���C3H�3���C3H�3�8�Cs��8����������������h�C���8��h�C���8���

合　計 滴ｼ�������仂������仂������仂�������ｼ������hｼ�����Hｼ�����Hｼ�����Hｼ�����Hｼ��

（1～94番） ��ﾓH�C#h�8����CSx�8��#��C#��8��#��C#��3���Cs��3�x�C�(�8��H�C#h�8��H�C#h�8��H�C#h�8��H�C#h�8���

＊［］内のパーセソテークは，少数点3桁以下四捨五入。

（したがって，必ずしも合計が完全に100％にはならない）
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年少向きの歌の約4分の1にあたる7曲，ついで

1艶　3節，6節がそれぞれ4曲ずつとなってお

り，年長向きの歌のほうが年少向きの歌よりも平

均して2節程度長くなっていることがうかがえる。

全体的には，3節と4節がそれぞれ19曲でもっと

も多くなっており，序文で書かれている2～3節

よりはやや長いものの，概して単純な構成の曲が

多いと言えるであろう。

4．『歌集』（1811）の特質

『歌集』の序文には，そこに収録された歌につ

いて次のように述べられている。

「ここに集められた歌は，自由な集いで，野

外で，山で，庭で，湖畔で歌うためのもので

ある。それらの歌は，集いの楽しさや，今は

純粋な心からの一致を，そして将来には友好

の思い出をもたらすのである。」18）

なかでも『歌集』に収められた『トイトーこ

ア』については，特別に取り上げて次のように述

べている。

「私達が唱歌の時間に楽譜を見ながらよく歌

っていたネーダリのトイトーニアからのルソ

トゲザソグと他の何曲かは，皆にとても好ま

れていたので，大切な思い出として受け入れ

られるものである。」19）

前述の通り，ネーゲリの『トイトーこア』は，

ペスタロツチとネーダリとを結び付ける契機とな

った曲集であり，ネーゲリがぺスタロツチの直接

的な協力者となる前の1808年の段階で，すでにぺ

スタロッテが子ども達に歌わせていたことを表明

しているものである。この『トイトーニア』から

の歌も含めて『歌集』に収められた歌の「メロデ

ィーは，すでに長いこと学園に板づいているもの

であり，よく知られたものである」20）ということ

であるから，作曲者不詳の歌も含め，すべての歌

が，イヴェルドソの子ども連にとってはすでに知

っている歌であったとみられる。すなわちこの

『歌集』は，すでにかなり以前から学園のさまざ

まな集いや野外で歌われていた単純な短い歌を一

冊にまとめたものであると考えてよいであろう。

以上のことから明らかな通り，イヴェルドソの

学園において『歌集』に求められた役割は，それ

を系統だった唱歌の基礎教授に役立てるというこ

とではない。『歌集』の役割は，唱歌の時間に培

った基礎能力に基づいて，山や湖畔などの野外に

行ったとき21）やさまざまな集いでみんなで一緒に

歌うことを通して，子ども連相互の結び付きを深

めるというところにあったと言えるであろう。

考察－『歌集』（1811）にみる

ぺスタロッテの教育理念－

さて，これまでさまざまな観点から『歌集』の

内容を分析し，その特質について考察してきた。

では，実際にこの『歌集』にペスタロツチの教育

理念はどのように反映されているのであろうか。

べスタロツチは，『幼児教育の書簡』のなかで，

「音楽の教育的効用は，国民感情を高揚させるこ

とである」22）と述べている。『歌集』には，実際に

特に年長向きのものにはっきりと愛国を歌った歌

が多くみられる。年少向きの歌にはっきりと愛国

を歌った歌は少ないが，『歌集』全体を通して最

も多い自然を歌った歌というのが，先述の通り実

際には，その多くがスイスの自然の素晴らしさを

歌ったものである。スイスの自然を賛美する歌，

愛国的な内容の歌の数の多きから，『歌集』では，

全体を通じて祖国愛を培うことが最も大きなテー

マになっていると言える。スイスの自然を賛美す

る歌を幼少の頃からたびたび歌う機会を設けるこ

とで，子ども達にごく自然に祖国を愛する気持ち

を芽生えさせたいというペスクロッテの意図を汲
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み取ることができるであろう。

またぺスタロツチは，同じく『幼児教育の書

簡』のなかで，「音楽は道徳教育に有効である」23）

とも述べている。く表1〉から明らかな通り，『歌

集』では，道徳的な歌詞を持つ歌が年少向きの歌

で3番目に多くなっている。年長向きの歌には道

徳的な歌詞の歌は少ないが，代わりに宗教的な内

容のものが3番目に多くなっている。道徳的な歌

と宗教的な歌とは，子どもの発達段階に則した教

育を唱えるべスタロツチの教育理念に鑑みれば，

まったく別個のものとはとらえがたい。すなわち，

まず幼少のうちに子ども達の身近な題材を通して

人としての道徳を培い，ある程度の年齢になって

から神への感謝を内容とする宗教的な歌を歌わせ

るという，道徳的な内容から宗教的な内容へとつ

ながるものであると解釈するほうが自然であろう。

子ども達が日常的に使っているスイス方言の歌詞

の歌が年少向きの歌に含まれていることも，子ど

もの発達段階に則した教育を唱えるべスタロッテ

の教育理念に合致していると言えよう。

ところでべスタロツチの『リーソハルトとゲル

トルート』（LienhardundGertrud，1781－1787）

には，民衆が仕事に行きながら，あるいは仕事を

しながら歌を歌う場面が描かれている24）。『歌集』

にも，牧人や狩人が仕事の合間や行き帰りに，あ

るいは仕事をしながら歌うような労働歌が，特に

年少向けの歌に多く収録されているが，『歌集』

に含まれる牧人や狩人の歌は，『リーソ／、ルトと

ゲルトルート』の第3部第25章の次の場面を連想

させるものである。

「彼［羊飼いの少年－引用老］は，彼ら

［城主アーネルとその同行者の中尉－引用

老］の足もとに立ち止まり，太陽のほうを向

いて牧杖によりかかって夕べの歌を歌った。

それは美そのものであった・・・（後略）…」25）
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また，『リーソ／、ルトとゲルトルート』では，

労働歌以外でも，教会での礼拝，家庭，食事の席

など，日常のさまざまな場面で歌が登場しており，

歌が民衆の生活にきわめて密接に関わるものとし

て措かれている。この『歌集』の，特に年少向き

の歌にスイス人にとって身近な牧人や狩人の歌が

含まれ，スイスの身近な日常が歌われていること

も，幼少の頃から人間の日常に密接に関わる重要

なものとして歌をとらえていたべスタロツチの音

楽教育観に合致するものである。

以上の考察から，この『歌集』は，1810年頃ま

でのペスタロツチの学園における子どもの唱歌活

動をいわば集約したものであると同時に，それは

また，祖国愛や道徳教育にとって，あるいは人間

相互の結び付きを深め，人々の日常に欠かせない

重要なものとして歌をとらえていたぺスタロッテ

の音楽や唱歌教育に対する考え方を大きく反映さ

せたものでもあると言ってよいであろう。

今後は，ぺスタロッテの学園以外の一般のスイ

スの学校における唱歌活動や唱歌教育に，べスタ

ロツチの音楽や唱歌教育に対する考え方がどの程

度浸透したのかを探るとともに，べスタロツチ主

義音楽教育としてドイツやスイスに普及したペス

タロツチのメトーデを基礎とする唱歌教育の方法

が，どのような変容をたどり，理念的にも変化し

ていったのかということを明らかにしていきたい。
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く資料〉『歌集』（1811）所収曲一覧

曲名（日本語訳） 形態（節数）
Sch8nistdieNatur（自然は美しい）

StiLBe，heiligeNatur（甘美な，神聖な自然よ）

Natur！Natur！（自然よ！自然よ！）

LobtdenHerrn！（神をたたえよ！）

SchonistesaufGottesWelt（美は神の世界へ）

Wonneschwebt，はchelt（歓喜が流れ，ほほえむ）

（4番の替え歌）

GehtdenHimmel，wieheiter（天へいく，朗らかに）

Wieherrlichleuchtet（すぼらしく輝くように）

DerNachtigalreizendeLieder（サヨナキドリの魅力的な歌）

BaldistderWinter（まもなく冬がやっている）

WohlistderHerbst（秋であろう）

DerWinteristeinrechter（冬は正しい・・・）

ImAnfangwar’saufErden（初めは地上にあった）

Wielieblichwinktsie mir
（どんなに愛らしく彼女は私にウィソクしたか）

InMorgenrothgekleidet（朝焼けにつつまれて）

DanktdenHerrn（神に感謝せよ）

DerMondistaufgegangen（月がのぼった）

FtillestwiederBusch（茂みをふたたび満たす）

Instillen，heiternGlanze（静かな，重なる輝きのなかで）

Schwebesanft（動きが穏やか…）

Komm，StillerAbend（来たれ　静かな夕べよ）

BeyderstillenMondeshelle（静かな月明りのもとで）

Gesund，mitfrohemMuthe（健康な，朗らかな勇気を持って）

Aufundtrinkt！（起きよ，そして飲め！）

FreuteuchdesI．ebens（人生を楽しめ）

Komm，Freude，Seigesegnet（釆たれ，喜びよ，祝福されよ）

Kommt，laL3tunsfr6hlich（来たれ，我々を楽しませよ）

Stimmtandenfrohen（楽しい気分にさせる・・・）

LaLStunsihrBrtider（我々を君達の兄弟にさせよ）

RosenaufdenWeg（道のバラ）

WerwolltesichmitGrillen（哀愁をもっ｛・‥望んでいる人は）

WirsinddieKonige（我々は王である）

HeilunsermBunde（我々の連邦万歳）

Auf，aufihrBrtider（立て，立て君達兄弟よ）

AuftapfreBrnder（立て，勇ましぎ兄弟よ）

Frischauf，Kameraden（元気よく，仲間達よ）

Schdnist，sunter，nfreuenHimmel（野外は美しい）

WennhiernurkahlerBoden（もしここがむき出しの大地ならI幻

Waldnacht！Jagdlust！（森の夜！狩りの楽しみ！）
lWerLeibundGeisterhaltenwill

（肉体と精神を得ることを望む人は）
WennjemandeineReise（もし誰かが旅を・・・）

Vollendet，BrGder，ist（完成させよ，兄弟よ）

Kommt，Schwestern（釆たれ，姉妹よ）

Willstdufreiundlustiggehn（君は自由に楽しんでいるかい）

Esbl血teinBl也mchen（小花が咲いている）

Eskannjanichtimmersobleiben

（いつもそうあり続けることはできない）
Traurigsehenwirunsan（我々は悲しそうに見える）

DugehstausunseremKreise（君は我々の輪から出ていく）

SoschlieL3teuchnun（今やそのように君達を結びつける）

Wiesiesosanftruh，n（彼らがとても穏やかに休んでいるように）

Wiedersehn，WortdesTrostes（また会いましょう，慰めの言葉）

WenndenlangenWeg（もし長い道を）

有節歌曲
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曲番 俥ﾈｼ逸"�曲集 仂洩ﾈ��?ｩgｸﾎｩo8�｢�歌詞の分類 佝��H�����H�｢�

53 ����？ 膝&�WFT�蒙�F��侘ﾈｻﾘ/��ﾘ+h.��｢�郷愁 冲ﾉ��ﾈｼ����度�｢�

54 碑�6vVﾆ��① 彦��ﾆ6���56�詒FF�6�V没V覃�傅ﾉ$ｨ.h�8寤.(*�,闇溢�,ﾈ�｢�自然 ����������8�｢�

55 磐免F�蒙W"�④ 薄6��豸Tv�H�倩H,ﾙ��,亅H�8+x.��｢�宗教 ���������祷�｢�

56 ���〟 薄6�&也fW&v霽VwH�6木�倩H,ﾘｧ�+X*(�｢�道徳 ���������塗�｢�

57 ���〟 薄6�&匁V紋､�vW'&�66��倩H,ﾘ鋠�ﾈ,YW�砡+��｢�労働 ����������8�｢�

58 之誚Vﾆﾖ�趙�⑤ 認傍ﾖ�&vV�7FW&觚�&妨6V���*�,ﾉ��/�+ﾘ+ﾘ*h.��｢�自然 ���������塗�｢�

59 ���39MH,ﾉ�h*h慂�｢�陪V棉V�6W&ﾕf�FW(��H��,ﾉX8/�+ﾘ+ﾘ*h.h�｢�道徳 ����������(�｢�

60 磐免F�蒙W"�① 認W4ｦ��&W6ﾆWGｧFU7GV襷X��+ｸ,ﾉD�,ﾈﾜXﾎ8,ﾈ鳧ｭH�｢�祝い �'V襷vW6�諄�塗�｢�

61 ����？ �&�6�6�66��fV轅W&FX�倩H*ｩk�.�-ﾈ,X�｢�宗教 冲ﾉ��ﾈｼ����店�｢�

62 犯匁F觚"�⑤ 蒜����f蔕ﾇ儲��&�(�俘(*(4�8ｨ5ﾈ7ｸ5�*�.x�｢�愛国 〟 喜び �'V襷vW6�諄�滴�｢�

63 磐免F�蒙W"�① �&Vｷ(�6遘Fﾖ優ﾆ�V(�冦�,ﾉwH,X扞}h/�](-��｢�冲ﾉ��ﾈｼ����祷�｢�

64 ����x��？ ノソ 波&WVFX�546�觚$vU7GFW&gV豸V��亅ﾘｮﾈ,弍�+x�｢��'V襷vW6�諄�塗�｢�

65 剳vW'&V友WG6�7��H�冑(唏�｢�物語 冲ﾉ��ﾈｼ����嶋�｢�

66 �����&FW"�〝 ⑥ �6��紋ｶ��&V門#�6ﾆV冶��,ﾈ,�.x�｢�自然 ����������8�｢�

67 剳v�ﾆV匁V也6�ﾕ#g6ﾆV也7F�覃��-�,�+ｸ.�,h�ﾈ7�8�*ｨﾞx*(,H*(+ﾘ�｢�〟 ����������8�｢�

68 ����？ 埜6f匁vV紋ｶ��(�h�倡�,x.�*ｨ,�*�-ﾈ*h+ﾘ�｢�道徳 〟 自然 〟 宗教 ����������8�｢�

69 磐免F�蒙W"�④ 皮W&�6ｶ�&V冶��+ﾘ+�*H,�.�+�*��｢����������塗�｢�

70 陪�&FW"�⑤ ��Vf��$�ﾇ��俘(*(4�8ｸ7h,X�｢����������塗�｢�

71 ����x��x��x��x��x��x��？ 認W%8�6ﾖ�跏g&WWH�偃ﾘ/�-ﾈ*ﾙ�ﾈ,ﾘｮﾈ-H�｢����������祷�｢�

72 刧� 〟 〟 〝 〝 〝 夫ﾆW'V�7FGW6�7FﾆﾆﾆXﾄ�*ｨ��.x*�,亶�/�,X*(.�.h*H,��｢����������店�｢�

73 剩ﾖV匁T8頑f6���倩H,ﾈ抦+8,�+(益�ﾉvﾈ�｢�人間 ����������(�｢�

74 剩T&觀&ﾆ免�VgH�傅ﾙD�,ﾙ�h.��｢�日常 ���������塗�｢�

75 76 剩ﾆ�6WH�5v�6妨V6�免ﾇ6�vR�時 道徳 ���塗�｢�x��滴�｢�

（耳を澄ましなさい，私が君達に言うことに） 
NeG’sanginEhre（いいえ，名誉の歌ではありません） 

77 78 剳v�ﾆ�Vh�6枚&ｶﾆV冶�ev�ﾆGcfvVﾆV問�自然 道徳 〟 喜び �����H�｢�x����X�｢�

Mildheimer �R�（起きよ，君たち小さな森の小鳥達よ） GottgrnJ3euch，Alter（こんにちは，ご老人） 

79 ����6ﾘ5ﾂ�？ 〝 ノγ 之��4ｶ��&X�6�6�免ﾆF�(�凉��8��,x.��8鍠,ﾘﾄ�,册ﾘ-��｢����������祷�｢�

80 剩FVﾕf�FW&V紋ﾆ坊F6���儿8,傅ﾈ�8/��｢�����������(�｢�

81 ���6ﾘ5��x��x��陪���4���4����7ｨ6(7h�87ｨ6(7h�87ｨ6(7h�｢�動物 ����������8�｢�

82 凵^γ 〝 〟 之夜?�,ﾖvW&�W46Ⅳ'�f�ﾇｨ��6Ⅳ'�f�ﾅｨ*�.x.(,�,Ix�+ﾘ鋠�ﾈ�｢�労働 ����������(�｢�

83 剩G&�Tﾃ6V��Vfw'F匁W7FW$��蓬�h�丶�,ﾙ�ﾈ,ﾈﾗ)nﾈ�｢�自然 ���������店�｢�

84 剩ｶ�ﾗH�3��ｵ�V�6�W77��ｦ妨&V��凅�+ﾘ.ｨ�8藝^�*�.x曰��,ﾈ.�,h-h�｢���������X����������+ﾒ�〝 ����������(�｢�

85 86 ���x��〝 〝 ① 比�6⑧6ｶ�跏�Vg&FV���&��8,X,ﾘ巉.�,X*ｳ8�h*(�｢�W7vVwFF剖6VX�丶8*ｩFx*H,(�｢�〝 労働 〝 �����滴�｢�x�������｢�

87 磐免F�蒙W"�夫V跌D��FW$ﾖ�&vV���*�*ｩ�X*(鳧,�,ﾘ�｢�����������(�｢�

88 ����？ 認W%F�v��G6�6���+ｸ,ﾉ?ｨ,ﾘ�X�X�X�｢�ノン ������������｢�

89 ���ﾆ匁F觚"�〝 ③ 薄�$ﾖ�GFW(�3�V'Gv�ﾈ��+ｸ,ﾉ��&�.h�8.h*ﾙ�h*ｸ.h�｢�〟 ������������｢�

90 剩W6F�觚&襷傍���f��俘)&�,凅ｸ*ｩl(.��｢�′／ ����������(�｢�

91 磐免F�蒙W"�④ 陪匁�W6匁F�4fVﾆH�丶�-h�9nﾈﾋH-h�｢�〟 白魚 ����������(�｢�

92 ����x��x��？ 〝 〟 塙W'ｦTﾆ坊FW'8ﾛgGｦX��%ｨ*(慂�｢������������店�｢�

93 剩�VfﾖV匁W$�ﾇ��倩H,ﾈ4�8ｸ7h�｢�労働 ������������｢�

94 剩ｶ�踐��e8��4ｨ6ﾘ5ﾈ�｢�自然 噺�踐������滴�｢�

曲集：①＝N註geli：BeilagenzurGesanglehre．

②＝N朱geli：Teutonia．

③＝Lindner：DermusikalischeJugendfreund．

①＝Mildheimer：Liederbuch．

⑤＝Engelmann：DermusikalischeKinderfreund．

⑥＝Harder：LiederzuKrummaCher’S“Sonntag”


